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臨床研究に関する情報

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、患者さんの診療情報を用いて行

います。このような研究は、厚生労働省・文部科学省の「人を対象とする医学系研究に関する倫

理指針」 （平成26年文部科学省・厚生労働省告示第3号）の規定により、研究内容の情報を公

開することが必要とされております。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下

の問い合わせ先へご照会ください。

[研究課題名］ 小児泌尿器救急疾患に関する検討

[研究機関名・長の氏名］ 北海道大学病院 秋田弘俊

[研究責任者名・所属］ 今雅史 北海道大学病院泌尿器科・助教

[研究代表機関名・研究代表者名・所属］今雅史 北海道大学病院泌尿器科・助教

[共同研究機関名・研究責任者名］

小樽市立病院泌尿器科 山下登

江別市立病院泌尿器科 佐藤聡秋

札幌北辰病院泌尿器科 松田博幸

苫小牧市立病院泌尿器科 竹内一郎

旭川厚生病院泌尿器科 森達也

名寄市立病院泌尿器科 山下孝典

北海道泌尿器科記念病院 飴田要

札幌厚生病院泌尿器科 日岡隆矢

手稲渓仁会病院泌尿器科 柏木明

KKR札幌医療センター 土屋邦彦

旭川市立病院泌尿器科 望月端吾

釧路労災病院泌尿器科 佐々木芳浩

仁楡会病院 松村欣也

市立札幌病院泌尿器科 田中博

帯広厚生病院泌尿器科 佐澤陽

岩見沢市立病院泌尿器科 片野英典

市立釧路総合病院泌尿器科 森田研

函館中央病院 鈴木英孝

[研究の目的］北海道の小児泌尿器救急疾患の現状や対応状況を調べ問題点を明らかに北海道の小児泌尿器救急疾患の現状や対応状況を調べ問題点を明らかにし、

策を検討することを目的としています。

改善

[研究の方法］

○対象となる患者さん

2015年4月から2020年3月までの間に、北海道大学病院および上記共同研究機関で小児

泌尿器救急疾患にて治療を受けた患者さんを対象とします。

○利用するカルテ情報

カルテ情報：

①背景情報：年齢、性別、受診契機、病歴、診断名、治療歴、患側、居住地、発症時期な

ど



や
、
‐
副
１
ワ

Ｐ
凸
一
ら
Ｔ
ふ

り

『

ｊ

~
~
~

羊
０
０
９
皿

埼
■
‐

毛４４△一吋

日〈遼I-(
雨
一
部

『
可
誌
。９

１

■

。

ｒ

④

４

句

且

？

ｆ

牙

守
り
９
ヶ
円
ｐ

《
~
。
ｌ
ｒ
↑

含
雨
嘩

則
ｆ
守
司
’
。
０
口
Ｉ
■

中

Ｊ

一

一

〆

融

－
１

』
い
い
一
ｔ
、
画
４

１

・

Ｉ

Ⅲ

Ｔ

Ｉ

白

Ｐ

竜

一

ｉ蔭
】

，缶炉ｒＬ戸守》

、

‐

｝
、
尾

Ｖ
Ｉ
Ｉ

ｌ
Ｊ

塞

筥

二

￥

琴

凸
弔
伊
■
■
』
。
■
１

~
~
~
~

『
１
０
夕

二
ｑ
○
侯
。
Ｆ
γ
・
~
寺
ｑ
轌
日

学
持
号
可
訟
』
．
・
剛
“

Ｉ
Ｐ
Ｉ
‐
■
卜
ｂ
・
ｂ
Ｉ
ｆ
ら
ｑ
０
ｆ
０
０

資

髄

、

蔭

窒

‐
．
草
，
、
乎
薄
~
卦
茶
~

信

州

叩

鞘

ド

』

Ｆ

Ｊ

－

〆

・

イ

ー

タ

１

０

１

一

『

】

ｆ

鍔

。

１

．

．

一
訓
皿
一
酔
叫
Ⅳ
恥
二
Ｊ
』
ｏ
４
－
９
』
ｆ

ｆ

，

１

ｔ

０

．

．

今

に

目

。

．

且

○

６

恥

Ｌ

一

や

ｌ

辛

い

’

一

喧

画

ト

ー

１

Ｊ

↑

、

‐

Ｐ

ｊ

席

ぐ

唖

い

~
了
べ
，
干
替
イ
ー
》
~
＃
Ｊ
ソ

ヨ
●
Ⅱ
ｑ

~
~

少

Ｊ

Ｄ

ｆ

１

－

凸

二

八

・

一

‐

式

・

争

啄

罵

韮

△

雪

露
営
諏
雲
へ
‐
雰
一
↑
無

~
~
，

▲

Ⅱ

ｂ

ｌ

７

Ｌ

牛
宙
吋
ず
べ
一
じ

~~
~~

七

一

日

》

ゲ

ー

ｊ

Ｆ

ｉ
善
一
〆
）
＋
‐
、
冊
阜
《
、
、
、

戸

国

多

毎

醍

ｊ

↑

』

温

厚

唖

Ⅷ

囚

当

、

少

』

。

ｌ

１

ｌ

ｏ

ｒ

０

や

Ｌ

一

．
寺

~~

０

Ｊ

マ

那

珂

圭

刈

寺

勺

４

、

Ｆ

Ｌ

．

一

一

『

ｒ

晶

ｈ

恥

ｊ

ｂ

鐺
一
~
小
，
当
卜
嘩
撃
”
』
心

Ｊ

、

．

Ｌ

竜

一

了

・

↓

Ｉ

ｑ

一

』

、

評

‐

‐

缶

§

韮

・

《

劃

一

畳

一

~
~

１

コ

。

『

０

認

揃

曄

》

差

燕

恥

“
？

！

面

、

而

弧

擁

、

．

．

．

》

！

そ

い

、

↑

《

一

軍

●

副

三

画

‐

凉

画

１

Ｊ

〆

｜

消

今

。

国

、

画

一

ｌ

測

皿

》

‐

弍

も

咽

ｆ

円

兆

壱

一

口

、

、

〆

芳
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
・
『
・
干
批
へ
。
や
私
１
・
デ
ー
、
」
？
〆

Ｌ
「

ず

。

“

一

鷺

で

９

１

坪

ｌ

」

十

師

一

・

、

。

．

犀
，
勘
；
！
暉
弐
．
。
．
》
~
・
・
』
公
一

。

‐

＆

、

。

。

Ｔ

“

鍔

、

↑

今

一
麩
準
一
吋
嘗
斜
~
、
藍
’
一

才

《

~

ｆ

ｒ

ト

ｒ

Ｉ

，

丸

哩

』

写

く

』

し

・

挿

．

《

》

埋

剛

恥

い

い

》

ｒ

鴎

牙

弓

室

齢

い

〆

呈

ｗ
ｗ
轌
吟
７
－
牽
一
．
や
部
一
壬
一
一
》
・

酢

恥

巽

~~，Ｉ‐ｌ↓Ｉ』

『

Ｉ

‐

』

寺

・

一

ｒ

奇

学

。

。

，

０

“

Ｑ
ｂ
’
、
。

「

『

。

７

隅

。

。

“

雪

・

・

も

、

．

。

‐

・

母

。

■

一

・

『

ｌ

」

一

Ｔ

ト

リ

！

β

０

》
Ｊ
己
寺
１
’

一

一

、

圭

一

、

一

ニ

ー

、

凸

凸

牛~~
~１

，

０

凸

』

社

顕

。

｜

Ⅷ

ｊ

~

~

~

言

~

一

頃

■

》

■

ず

一

●

’

一

■
一
ｆ
凸
十

“

、

、

』

Ｔ

一

．

！

》

．

．

皐

侯

も
～

罪

１

月

』

哲

再

辛

寺

〆

・

〆

。
■
４

ｄ０ｆＩや記１》Ｆ・ず。》ｊ，ｌ、・一・、ハゲ・Ｉ釦。一．い↑，丁。~~~

甲

ｌ

‘

■

。

兒

〆

』

」

吋

・

・

↓

↑
~
~
~
今
ｄ
Ｑ
Ｊ

可

｜

ｒ

祇

要

~

〈

蔓

、

~

圭

二

ぐ

’

０

１

“

９

ｑ

’

１

己

ｉ

ｌ

‐

・

↑

ｍ

ｒ

ｊ

９

面
９
０
４
・
■
３

‘

，

ｒ

’

千

勇

子

１

ｒ
ｌ
Ｉ
ｏ
０
ｌ
．
ｐ
’
ｏ
ｒ
』
、
。
“

二

刺

、

ご

い

“

型

芦

戸

１

１

’

叩

戸

．

．

肺

１

，

。

一

一

，

《

’

岬

Ｌ

、
‘
、
。
、
必
．
．
・

一
｛
』
・
亀
、
１
１
郡
岫
、
い
●
｝

一

一

１

・

’

昭

、

凸

、

９

判

・

夕

~~
~ 一
~
！
捧
華
｝
~
~

↑

」

》

恥

一

客

↑

↑

訂

却

坤

心

酔

売

与

『

デ

マ

－

－

０

－

《

Ｈ

－
．
一
や
、
｛
惑
一
毎
吋
セ

タ

~
~

い

簿

い

り

け

い

一

、

~
~

ｒ

、

Ｐ

〃

’

Ｌ

今

~

ノ

私

儲

恥

↑

｝

牙

〃

ｗ

一

手

》

刃

ｌ

Ｌ

い

，

・

・

Ｌ

Ｑ

ｑ

Ｔ

雪

鯨

・

一

斡

唖

轌

囎

露

‐

‐

楡

．

善

●

号

‐

げ

い

罰

６
１
９
も
』
む
ら
Ｌ
、
岸
”
｝
ゴ
‐
甦
函
時
缶
・

』ひＩａｆ７ｒ？《・・』■４１０●
急

Ｌ

Ｔ

ｌ

ｌ
ｒ
‐
一
扇
三

唱
４
“
沢
．
」
巳

！

「

１

Ｍ

‐

１

‐

－

“

一

吋

！

！

〒

『

刊

、

や

民

．

Ｔ

‐

．

ご

へ

ら

０

４

？

■

鈍

●

日

一

Ｉ

、

】

ず

。

炉

、

Ｉ

ｐ

ｒ

ｈ

も

マ

ー

４

１

，

．

ｆ

●

１

ｂ

－

１

”

０

１

Ｐ

ｌ

０

ｏ

ｌ

凸

ヤ

ぶ

り

Ｇ

▼

。

、

且

『

ワ

．

１

口

。

。

毎

』

・

画

１

－

．

－

●

訓

辞

．

詰

一

が

陰

訓

寺

・

筵

咋

一

Ｔ

・

告

佃

川

Ⅷ

』

郭

批

１

１

章

舅

壷

ノ

．

Ｊ

１

一

、

．

了

１

１

端

座

ｒ

・

】

〆

議

彌

~

麦

や

ご

ｊ

鍔

一

討

壁

、

、

垂

一

引

粋

塁

芯

喋

口

争

鈍

↑

蚤

罰

輕

．
Ｆ
■
’
’
１
蛤

~~

９

●

１

ぃ

Ｌ

趣

ヨ

牌

シ

ト

一

、

壹

牙

垂

塾

‐

【

Ｆ

１
凸

，

１

１

Ｊ

￥

串

い

Ⅷ

》

『

一

『

写

ｆ

Ｆ

ｆ

ｌ

、

・

１

１

山

。

１

貼

…

１

１

乱

雪

。

’

１

４

日

号

か

陰

画

ｊ

一

・

聖

域

言

声

堺

雁

■
口
■
』
４
。
・
一
町
■
一
員

●

・

典

・

ぜ

《

曇

・

…

令

、

一

Ｆ

■

１

今

↑

』

』

鬼

↑

ｉ

』

卦

一

Ｊ

煮

＃

、

ロ

ー

厚

↓

・

や

、

一

か

。

，

・

連

~~~~~~
則

李

画

三

‐

“

〆

~
~
~~
~ １

１

．

ａ

、

・

峠

‐

●

ザ

．

１

仇

ｑ

，

器

！

Ｆ

Ａ

。

‐

一

口

・

ヘ

イ

計

ｇ

－

，

今

”

Ｊ

１

轡

Ｔ

ｆ

」

型

一

敗

十

口

垂

』

言

繊

謝

曽

辛

Ｐ

ず

熱

へ

謙

一

、

。

魁

岸

斗

』

‘

．

記

．

、

‐

』

申

。

窪

曙

~~~

白

４

‐

●

。

。

“

７

６

１

．

｝

寸

蕊

、

』

鋼

ゴー１１１化卜寺１１『・

Ｉ

Ｉ

Ｌ

剖

鈩

’

一

七

．

、

唖

，

Ｆ

】

、

Ｌ

恥

Ｔ
Ｐ
‐
１
４
や ~~~
~

畢

防

も

・

一

浬

》

』

、

。‐

畳

〈

拝

１

㎡

巳

’

■

咄

巻

示

一

‐

恥

豐

凸

．

苧

、

一

Ｐ

操

・

二

Ｌ

龍

一

申

１

、

。

■

ワ

。

杢

増

。

，

。

一

・

Ｊ

ザ

－

張

派

ｌ

４

ｐ

~~
~

■

~

~

８

．

・

沿

い

学

●

當

二

．

鱗

墾

一

二

画

舎

一

姪

！

‐

。

《

舎

部

ｔ

‐

迩

畔

ぺ

１

１

ヰ

ゲ

。

・

ｆ

Ｆ

１

１

ｐ

－

産

粍

や

叩

０

Ｆ

１

凸

一

心

■

ザ

１

１

７

１

二

一

ｒ

‐

一

Ｍ

Ｈ

唖

一

吋

ｇ

や

む

０

‐

一

一

一

斗

マ

も

ｆ

ひ

ｒ

ハ

~

ｒ

！

｜

恥

外

で

１

６

今

~~~~

~
~

も

Ｌ

』

、

一

靴

沌

咄

１

１

~
~
~
ｑ
や
哩
今
‐
◇
・
一
畑
。
《
Ｃ

~
寺

ｊ

・

凶

一

一

！

『

し

卿

・

”

凸

一

●

画

》

》

？

・

ゞ

一

睡

譜

一

。

『

品

？

１

ｆ

・

勺

４

６

「

ｒ

▲

，

．

－

４

、

』

ノ

僻

込

一

》

一

一

〒

、

群》舎御、蓬ｐｌでず．

ひ

’

し

ず

寿

司

仙

刊

・

轄

士

揖

惟

寺

■

・

串

も

句

０

Ｊ

哉

可

峠

ｌ

ご

－

日

~

~

~

~

年

■

ず

凸

ｂ

勘

~
~
~
~
~

一

浄

弥

《

１

４

戸

恥

剖

心

１

財

幸

１

ｍ

｝

。

▲

阜

~

~

｝

＊

‐

‐

Ｊ

ダ

●

問

蕊

ｕ

税

。

？

§

し

、
Ｆ
一
正
『
ロ

碓

野

封昔職賛溌燕“泳露謝溌蕪!Ⅸ

，降藷踊秘認識立論熱,'('、

‐騨器飛勘剥識立論11斑↑

降器蕊‘蹴蕊|識勇非騨"緋

樗霊飛撫認識工職-蕊,{%､き「

縢器熱:34識謀議環1I1'"

織蕊鼠舗割詞鍾謙一篇‘常､

認識念蕊櫛器嘉雛登蹴rl1:

・擁器飛“認識叢稟駒鮮

揮器暴翻裁識裳菫i､莞舗聿

一堵､-無上(-熱豊I剥職距彊苓

緋器銅‘跳識識立流1I!"

繩熊詞.瑚詩|詠歎蛍訓蝿

訓識負餅ゴ

~緯器銅狐認識灘』ﾎ立市

・侭篭銅撫訓識圭草i塞蕊､

棒馨飛,滋鋤詠立論難貝浮：

緯舞踊,難認識合謡蕊||職立市

翻両職L中溌函

脈
響
執
祠
一
織
却
缶
皿

~
Ｏ
ｌ
ｆ
合
■
。
』
・
可
‐
ｒ
」
~
~

一
~
園
ｑ
Ｊ
Ｊ
６
１
０
■
Ｉ
。
。
』

可
‐
難
》
聾
‐
唇

:十患 ．Y．た’

11.1 q
刈詞－． ． 、

L1ベ

一
豊
｝
雪

■
ｆ
Ｊ
Ｊ

ｒ

《

１
１
』 . .'． ? 、

夢『i_u

顕諭
辰､了下 ｡,｡､弗

鋤侭

i1 1 ‐亭:零

１
ｊ
申
’
０
申
１
印
卜
ｈ
ｐ
ｒ

~
ｉ
蔦
~
藍
，
ご
；
・
~
：
~
昨
一
敵
》

垂

韮

測

り

一

｝

必

蜂

啼

．

、
坐
．
『
一
２
ｌ
ｂ
》
●
口
“
●

ｒ

小

、

Ｆ

『

錨

マ

ー

巳

；

ず

『

ぺ

程

Ｌ

犀

Ｌ

‘亭〒－5 J
■ f
L全一甲 一■■■

｛具.’5カ
ヤーも 己ロー幸

lEF引二

＆ ロ

デr･ 竃へぎぎ｝
『二! ｛

ｌ
Ｇ
５
１
１
・
↓
“
０
１
ｐ
ｅ
ｔ
・
Ｉ
、
１
１
．
，
土
、
？
‐
や
０
１

漁

喰

謙

歴

渋

撮

~

琴

~

里

典

菱

癖
磯
卦
荊

郡

中

雲

蕊

←

1lx

善鎚
~

蝋ｒｌ
－
ｈ
ｌ
ｌ~

~ 争

閂

己

罰
ｒ

１

Ｊ

一
、

~

１

口

固守、
Ｈ

、
詮
』
ず

一
丸
】
ｂ
ｑ
Ｉ
~
漂
‐
訓
Ｊ
１
吾
勵
’
｝

妻

〃

ぢ

り

．

『

』

Ｆ
１
叶
丁
啼
凸

諦

識
~~

。

１

誌

Ｗ

Ｅ

ｑ

一

ｐ

０

ｌ

Ｌ

Ｆ

学

服

酔

●

“

令
’
１
１
ｈ

ノ

ヴ

‐

一

則

呂

》

』

６

■

一

一

ｌ

■

０

凸

晒

・

４

、

掴

祁

一

一

６
Ｂ
舎
凸~~~~

イ
柵
４

．

１

、

″

‘

”

■

■

Ｆ

１

』

》

ｄ
ｊ
９
０
ｈ
。
４

冨
酔
１

作
鋤
心
娠
一

』
凸
マ
イ

藩

睡

周

科

０

●

。

Ｆ

■

~~~~

１
や
峠
眺
Ｊ
１
向
Ⅷ
萄

型

一

二

Ｊ

ハ

ト

、

》

討

明

ｆ

’

』
６

１

凸

・

、

‐

〕

~
~ ４

勺

‐

、

』

~

｛

ご

’

１

１

承

詠

~

、

＃

『

、

鐺

“

》

ｆ

~

ｖ

一

》

Ｆ

旧

冬

、

－

■

Ｉ

召
＆

｝

、

『

０

琶

』

。

凸

■

Ｑ
リ
ム
・
い
む

‘

い

渉

零

４

』

，

一

手

‐

，

廷

，

一

ｒ

、

ｒ

屯

８

０

１

■

一

戸

手

菰

~

《

‘

ｏ

Ｉ

ｌ

Ｔ

ｒ

・

■
口
〃

イ

ム

◇ ~
~４

・
一
ｋ

Ｏ
牛
“
．
０
句
．

一
ず
肌
斗

~~~
押

卜’

１

’

’
’
二
ｅ

■

↑

■

Ｊ

け
い
、
０
川

、

０

’

罰

ｒ

‘

Ｌ

二

Ｌ

，

ユ

マ

ミ

ョ

且

』

砿
弛

で

〆

３
１
ｆ
Ｉ
Ｌ
ｒ ~

~
『
■
早
口
■
日
Ｌ

碓

謬
ｈ

ｐ
皇
戸
，
心

、

４

証

碓

一

１

１

ｒ

』

Ｉ

。

１

ａ

ｌ

ｈ

Ｂ

賑

Ｆ

賑

し

Ｄ

Ｉ

ｂ

刊

■

。

、

ｆ

宮

ｋ

ｉ

１

ｂ

、

、

〆

か

〃

ｑ

リ

ワ

‐

Ｙ

ｆ

~~~
ｒ

ｉ

ゴ

・

４

羽
吟
．
》
閑
．
．
ｆ
ｒ

『
１
日
０
．
－
~
一
ゴ
一

！

ｉ

‐

｜

筆

，

‐

』

／

“

」

号
△●

毒

旅

一

口

一

・

Ｔ

ｊ

』

《

『

〃

。

昼

、

，

い

、

１

１

１

１

、

．

~
~ や

。

ｔ

や

巾

加

１

１

~

~

聾

華

一

ふ

い

〃

｝

も

ｌ

『

０

ｔ

‐

》

興

り

、

し

。

－

‐

小

Ｉ

Ｉ

ｆ

ｌ

）

，

◇

』

坐

桑

心

Ｘ

』

獄

感

｛

那

飛

鄙

郵

菅

~~
~ ・

’

一
雫
‐
‐
．
ｒ
汕
二
】
一
“
画
、
里
億
一

憾

戴

、

一

や

鵠

露

、

垂

振

蓋

ｆ

ｖ

，

ロ

Ｉ

。

’

●

凸

吠

【

Ｌ

Ｊ

Ｑ

Ｔ

ｂ

１

塁

「

‐

淵

罰

射

い

謹

弛

癖

稚

~

罎

抽

塾

！

、

、

隅

Ｆ

’

０

塀

や

ｒ

Ｌ

ｆ

ｑ

－

Ｊ

●

凸

可

守

１

．

・

ｌ

ｒ

Ｊ

読

詞

部

ｆ

ｆ

ｌ

可

~
~ 《

●

手

口

主

イ

ヨ

ー

・

界

！

、

、

Ｉ

令

‐・催こ》一声，。、■
Ｉ１Ｌ口

凸

且

勾

引

●

Ｉ

～

昨

惑

進

！

、

塾

ｑ

一

・

ぞ

『

》

添

一

写

噂

~

Ｔ

‘

恥

ｒ

》

：

ｆ

・

口

器

『

℃

０

６

ｂ

~
~

、

一

‐

）

・

蛍

十

．

制

零

陸

１

Ｊ

唯

一

》

？

~

．

~

Ｉ

。

Ｐ

■

■

侭

》

、

↓

γ

く

ぎ

陰

Ｊ

ゞ

‐

．

ハ

い

や

」

・

舞

一

‐

恥

劉

脚

』

Ｅ

「

~

工

勤

机

壷

い

一

壁

‐

‐

』

一

、

一

グ

ー

Ｌ

０

Ｄ

９

，

ぺ

』

‐

一

戸

Ｌ

〃

Ｌ

命

、

私

～

．

。

＄

．

ｌ

、

《

諄

歩

。

』

。

、

~

っ

一

侮

言

宮

Ｊ

一

。

ト

・

■

０

．

町

●

一

．

凸

】

ｑ

ｑ

１

↑

Ｆ

Ｕ

ｐ

郭

ス

ー

『

‐

４

や

へ

．

旬

１

▽

１

マ

ミ

~

亀

一

・

一

牛

や

く

い

ロ

一

彦

、

一

稚

峠

邸

’

一

一

千

Ｕ

~

・

鴎

》

辮

銅

“

●

１

，

口

』

・

蔵

燕

弛

・

零

底

岬

〃

一

罰

恥

い

い

。

！

‐

‐

』

‐

』

た

・

一

・

呼

艸

．

》

。

－

ロ

ｒ

、

」

一

Ｆ

Ｌ

、

ｑ

ｌ

Ｄ

奇

１

‐

ザ

詞

訓

．

、

一

へ

少

。

ｂ

ノ

ー

ー

ロ

ー

’

』

『

０

一

‐

ｌ

◇

寸

Ｏ

１

ｒ

ａ

財

、

、

』

今 ~~~~~

、

｜

‐

（

Ⅷ

・

■

日

免

。

。

ｆ

ｅ

ｈ

ｌ

ｌ

０

Ｉ

』

ｇ

９

４

と

『

、

八

者

宜

~~~~

》

一

咋

弘

《

壼

心

‐

弧

・

炭

’

－

４

Ｌ

一

ｒ

Ｉ

Ｑ

６

可

ｒ

ｌ

剖

凸

口

邑

、

》

↓

。

ｂ

で

唱

一

。

「

~~
~

盆

ニ

ザ

ロ

ー

●

１

１

。

‐

胸

‐

＄

〃

，

~~
~

ず

‐

Ｆ

１

、

●

ｂ

Ｌ

ｄ

二

』

■

４

１

．

『

閥

《

字

｜

語

翼

４

Ｊ

Ｉ

△

匹

惑

Ｉ

ｂ

■

４

６

．

Ｌ

ｒ

４

』

．

ロ

ｐ

－

ｑ

０

封

二

一

。

‐

山

生

~~~

宇

守

“

じ

ぷ

~

一

鞠

一

・

Ｄ

０

９

Ｔ

１

Ｆ

ユ

ｊ

も

』

寺

Ｊ

年

．

ざ

。

ｒ

Ｉ

私

『

〆

《

ｊ

勇

司

弘

胎

４

｜

望

，

｜

や

ノ

甲

‘

Ｌ

、

」

よ

Ⅱ

↓

ｊ

ｃ

ｑ

Ｆ

４

１

ｒ

‐ ~~

，

Ｊ

１

や

り

ｂ

ヴ

回

ら

－

毛

口

封

型

〆

一

Ｉ

Ｐ

－

‐

１

－

Ⅱ

‐

ｈ

Ｇ

４

Ｉ

ｌ

い

Ｉ

~

一

揖

惑

~

』

~

恥

少

↓

｜

Ⅷ

…

〃

識

凸

ｆ

、

坐

~

ｌ

ｅ

■

Ｉ

Ｄ

６

Ｌ

ワ

ィ

１

“ ~~

令

凸

？

１

、

↑

！

岼

訓

』

『

や

ｏ

ｌ

ｔ

ｒ

、

、

－

４

『

ｂ

“

。

、

Ｌ

ｑ

４

害

１

１

“

一

一

ｑ

」

。

ｈ

０

■

、

７

０

－

巴

ご

且

。

「

腹

か

Ｌ

・

今

Ｆ

ｒ

●

ｑ

島

■

卜

．

．

『

．

・

壺

蓉

垂

可

■

貝

屯

・

訓

咄

↓

眼

『

孤

伸

八

■

ｒ

４

少

４

Ｌ

義

一

二

‐

一

旬

’

↑

■

ｌ

や

４

や

今

‐

ｆ

~一九・型宰斗‐し
~
~

し

卜

ご

日

０

０

回

日

■

凸

・

マ

ノ

粍
一①4

t’
一



2020年7月20日第1版

②検査情報1 ：画像検査所見（精巣エコーによる血流情報など）

③検査情報2 ：検査所見（炎症反応、検尿所見など）

④緊急対応の内容：臨時手術の有無、経過観察入院の有無

⑤治療成績：臓器温存の可否、術後精巣萎縮や合併症の有無等

[研究実施期間］

実施許可日～2021年3月31日

この研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりたい場

合は、他の患者さんの個人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせすることができ

ます。

研究に利用する患者さんの情報に関しては、お名前、住所など、患者さん個人を特定でき

る情報は削除して管理いたします。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、そ

の際も患者さんを特定できる情報は削除して利用いたします。

＊上記の研究に情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。

[連絡先・相談窓口］

北海道帯広市西14条南10丁目

帯広厚生病院泌尿器科 担当医師佐澤陽

電話0155-65-0101
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